
「高速道路の土工技術史に関する調査研究委員会」の活動報告 

 
道路・交通工学研究部会（藤野陽三（横浜国立大学 先端科学高等研究院 上席特別教授）

部会⻑）の「高速道路の土工技術史に関する調査研究委員会」（太田秀樹 委員⻑（中央大学
研究開発機構 教授）、委員 17 名）における平成 27〜29 年度の活動を報告する。 
 
１．研究の背景と目的 

本委員会は、高速道路の土工技術の継承と普及啓発を視野に、黎明期から最新に至るま
での土工技術の変遷と情報をとりまとめ、土工技術の歴史に関する技術資料を完成すると
ともに販売することを目的とした。 
 

２．平成 27〜29 年度の活動内容 
本調査研究は、平成 27 年度より平成 29 年度までの 3 か年にわたり、学識経験者、㈱

高速道路総合研究所および高速道路会社の土工の専門家を核とし、若手技術者も交えた体
制で委員会を組織して活動した。委員会は、平成 27 年度に 2 回（並びに主査会議 1 回）、
平成 28 年度に２回、平成 29 年度に 1 回、計 5 回を開催した。平成 30 年度に報告書とし
てとりまとめた上で、外販図書とするため引用著作の手続きを含めて細部の見直しを行い、
「高速道路の土工技術史」を完成させた。 

 
３．報告書の概要 

高速道路ネットワークの進展とともに発展を遂げてきた土工技術の草創期から現代に
至るまでの変遷のみならず、計画・設計・施工の各段階での基礎的内容、今後の道路保全・
⻑寿命化の参考となる維持管理技術も網羅してとりまとめた。 

高速道路の土工技術を「盛土、切土、のり面保護工、軟弱地盤上の盛土、排水施設、擁
壁、カルバート」について、各時代の新技術や施工実績の関連を踏まえた土工技術の継承
と普及に活用できる技術資料となっている。高速道路の大規模更新・修繕の時代を迎えて
いる昨今、現代の高速道路に関わる技術者たちが、先駆者の偉大な業績を振り返るととも
に、いまある土工技術の成立ちを理解することは、今後も続く高速道路の建設・保全事業
をすすめるうえで非常に意義深いことであり、土工技術の普遍的な考え方や本質を学ぶこ
とができる内容となっている。 
 
４．研究の成果 

本調査研究は平成 29 年度をもって完了した。本調査研究の成果は前述したとおり技術
資料として令和元（2019）年より頒布を開始している。 
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